
地
域
で
取
り
組
む
床
ず
れ
予
防  

今
月
の
テ
ー
マ

シ
リ
ー
ズ 

床
ず
れ
予
防 

そ
の
7（
最
終
回
） 

～ 

公
立
藤
田
総
合
病
院  

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
対
策
委
員
会
～

公立藤田総合病院
企画情報調整室
診療情報管理士
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床
ず
れ
は
悪
化
し
て
し
ま
う
と
、
傷

が
治
る
ま
で
、
毎
日
処
置
を
し
た

り
、
傷
の
具
合
に
よ
っ
て
は
手
術
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
完

全
に
よ
く
な
る
ま
で
に
、
半
年
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
入
院
期
間
が
決
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
傷
が
治
ら
な
い
状
態
で

自
宅
に
帰
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
人
の
体
力

が
衰
え
た
り
、
金
銭
面
の
負
担
、
介
護
者

の
負
担
が
増
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

日
常
生
活
を
変
え
ず
、
家
族
が
笑
顔
で

過
ご
す
た
め
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　　　

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
家
庭
で

取
り
組
む
予
防
方
法
の
ほ
か
に
、
地
域
の

サ
ポ
ー
ト
や
福
祉
用
具
を
用
い
る
こ
と

も
予
防
方
法
の
一
つ
で
す
。
さ
ら
に
、
予

防
を
行
う
と
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

繋
が
り
ま
す
。

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
床
ず
れ
予
防

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 予

防
と
早
期
発
見
が
大
切

・自分で寝返りがうてない
・同じ部位に長時間圧迫がかかる
・栄養状態不良　　　　　　　　など

発熱や転倒
などにより

床ずれ原因  発生 !?

早めに取り組みましょう床ずれ予防をしないと

自宅での
傷の手当

金銭面の
負担

介護の
負担

長い入院や
通院生活

本人の
痛み

さまざまな場所にいろんな床ずれができます

床ずれがよくなるまでには

■皮膚を観察する
■圧迫を少なくする
■皮膚を清潔にする
■しっかり食事をとる
※広報くにみ 9 月号～ 2 月号掲載の床ず
　れ予防その 1 ～ 6 をぜひご覧ください。

家庭で取り組む予防

■寝たきり予防
■専門家への相談
　・地域包括支援センター
　・ケアマネジャー
　・かかりつけ医　など
■介護保険の利用
　・訪問看護
　・ヘルパーサポート
　・入浴サポート　など
■福祉用具の利用
　・ベッド・マットレス
　・クッション　　など

地域で取り組む予防

　「歯っぴいライフ 8020」とは、福島県と福島県歯科医師会が毎年「80 歳で 20 本の歯を残そう」と取り組
んでいる事業です。今年度は町で 6 名の方が認定され、町からも表彰状と記念品を贈呈しました。
　今回は認定された 4 名の方にインタビューをしましたが、そのほかのみなさんも「甘いものを控える」「若
い時から定期的に歯医者に通う」など、さまざまなことを心がけて実践されていました。
※なお「歯っぴいライフ 8020」は、令和 4 年度から、その年に 80 歳になる方だけを表彰する内容に変更さ
　れる予定です。80 歳以上の方で該当する方は令和 3 年度のうちにご応募ください。
　（応募期間は例年 6 月となっていますが、現時点で詳細は未定です。）

再発防止が大切です！
床ずれがよくなっても ...

歯っぴいライフ 8020 認定者に聞きました

石
いしかわ

川　久
ひ さ こ

子さん　
★食べたらすぐに歯を磨く　　
★１日５回くらい歯を磨いている

堀
ほ り え

江　秋
あきのぶ

信さん　
★食後は必ず歯を磨く　　
★１日何度も（5 ～ 6 回）歯を磨く

羽
は ね だ

根田　勉
つとむ

さん　
★毎日欠かさず歯を磨く　　
★磨き残しがないよう順番を決めて意識的に磨く

吉
よ し だ

田　千
ち よ こ

代子さん　
★歯間ブラシも使い時間をかけて丁寧に磨く　　
★無理せず毎日の積み重ねを心がける

「
歯
の
健
康
の
た
め
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
」

福島県広報コンクール「広報くにみ」が一枚写真で佳作を受賞
66 回福島県市町村広報コンクールにおいて、広報写真一枚写真の部（応募
数 33 点）で「広報くにみ 12 月号 9 ページ」の一枚が佳作に選ばれました。　

　この写真は、「川内地区の伝統野菜特集」の扉ページとしてご夫婦でごぼうの
収穫をする様子を撮影したものです。
　今回の受賞は、いつも取材にご協力いただき、また、ご愛読いただいているみ
なさんのおかげです。ありがとうございます。　
　今後も、みなさんに親しまれる町の魅力が詰まった広報紙づくりを目指してい
きますので、引き続きご協力をお願いします。
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